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1 組織の概要 
 
 
事業者名及び代表者名     株式会社 三与建設 

               代表取締役 三尾 祐一 

 

所在地            〒418-0075 静岡県富士宮市田中町 1150 

（本社）           TEL 0544-27-0770  FAX 0544-27-0636 

会社設立           1964 年 11 月６日創業 1965 年 6 月 15 日設立 

 

環境管理責任者        常務取締役 鍋田 照男 

及び担当者          営業部 山本 遥平 

 

対象範囲           全組織及び全活動を対象とした取組 

 

事業内容           ・総合建設業 

                建設業許可：静岡県知事許可（特－4）第 3415 号 

                （許可業種） 

                 土木一式工事業、建築一式工事業、大工工事業、左官工事業、とび・

土工工事業、石工事業、屋根工事業、管工事業、タイル・レンガ・

ブロック工事業、鋼構造工事業、鉄筋工事業、舗装工事業、しゅん

せつ工事業、板金工事業、ガラス工事業、塗装工事業、防水工事業、

内装仕上工事業、熱絶縁工事業、建具工事業、水道工事業、解体工

事業 

               ・一級建築士事務所登録：静岡県知事第 3300 号 

               ・宅地建物取引業者登録：静岡県知事第 3903 号 

               ・富士宮市排水設備等指定工事人：第 36 号 

 

 

事業規模    

資本金 43,125,000 円 

事業年度：9 月 1 日～翌年 8 月 31 日 

項目 単位 第 56 期 2019/9～ 

     2020/8 

第 57 期 2020/9～ 

     2021/8 

第 58 期 2021/9～ 

     2022/8 

第 59 期 2022/9～ 

     2023/8 

売上高 百万円 2,144 3,091 2,336 3,061 

従業員 人 25 23 25 25 

事務所

床面積 
㎡ 580m2 580m2 580m2 580 ㎡ 

 

 

基礎データ   第 58 期 2021/9/1～2022/8/31  

運用期間    第 59 期 2023/6/1～2023/8/31 
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2 環境経営方針 

 

【企業理念】 

一、 わたくしたちは誠意と努力で人類社会に貢献しよう 

一、 わたくしたちは創意工夫研究して高い技術を身に着けよう 

一、 わたくしたちは人を愛しそして愛される人になろう 

一、 わたくしたちは団結して明日の計画を実行しよう 

 

上記社是を実践するために、建築・土木工事を通じて広く皆様に住空間や経済活動に必要な施設、道路など

を提供し、社会に貢献する。 

 

 

【環境経営理念】 

株式会社三与建設は、雄大な富士の麓で創業しました。総合建設業である当社の企業活動が地球環境に影響

を与えていることを認識し、自然豊かな郷土を次世代へつなげるよう、全従業員が環境保全、環境負荷削減

に取り組みます。 

 

 

【環境経営方針】 

１． 企業活動において環境保全、環境負荷削減に努めます。 

（１） 二酸化炭素排出量の削減（エネルギー使用量） 

（２） 廃棄物の排出量削減、および減量・再利用・再生利用に取り組みます 

（３） 水資源の使用量削減 

２． 環境関連法規、条例、規制等を遵守します。 

３． 環境に配慮した設計、施工に努めます 

（１） 環境配慮型の製品の推奨 

（２） リサイクル材の積極的促進 

（３） 環境負荷が低減できる工夫を積極的に採用 

４． 環境経営方針を全社員に周知教育し、社会活動に積極的に参加します。 

５． 環境保全、環境負荷削減のための行動目標を具体的に設定し、実行・検証・見直して、環境経営レポー

トを作成公表し、このサイクルによって継続的な改善をはかります。 

 

 

制定日 ２０２３年 5 月 1 日 

株式会社 三与建設 

代表取締役 三尾祐一 

  



 

- 5 - 

 

3 実施体制 

 

職名 役割・権限・責任 

経営責任者  

代表取締役社長 三尾 祐一 

エコアクション 21 における会社全体の運営と責任を有する 

環境経営方針の策定及び環境経営目標・計画の承認と全社員への周知 

経営における課題とチャンスの明確化 

環境管理責任者を任命する 

全体の評価、次年度以降の見直しを行う 

施工方法の見直し・情報の共有等による品質の上昇とコストダウンを図る 

環境管理責任者 

常務取締役 鍋田 照男 

エコアクション 21 の環境経営システムの構築・運用・維持 

環境経営目標及び計画の確認 

必要に応じた教育・訓練の計画と実施 

経営責任者への取組結果の報告 

環境関連法規の遵守確認責任者 

土木部現場管理 

 土木部長 

現場データの集計と事務局への報告 

目標値の見直しの提案及び計画の達成状況と問題点の把握 

各現場担当者への分別の指導とそれに伴うマニフェストの提出の再徹底 

環境に配慮した工事の施工 

建築部現場管理 

 建築部長 

現場データの集計と事務局への報告 

目標値の見直しの提案及び計画の達成状況と問題点の把握 

各現場担当者への分別の指導とそれに伴うマニフェストの提出の再徹底 

環境に配慮した工事の施工 

本社管理  

経理部課長 

社内データの集計と事務局への報告 

目標値の見直しの提案及び計画の達成状況と問題点の把握 

本社内での分別の指導とそれに伴うマニフェストの提出の再徹底 

訪問業者への必要に応じた別対応 

EA２１事務局 

営業部 山本 遥平 

環境負荷及び取組の自己チェックの実施と把握 

報告された各データの集計と管理 

環境経営目標と計画案及び遵守すべき環境関連法規一覧の提案と作成 

環境経営レポートの作成 

全社員 
全員で方針を理解し日々の改善に取り組みながら活動に参加する 

記録を取り続け、定期的に報告や提出を行う 

協力業者への活動や分別の呼びかけ 

経営責任者

代表取締役社長　三尾　祐一

環境管理責任者

常務取締役　鍋田　照男

建築部現場管理

建築部長

EA21事務局

営業部　山本遥平

土木部現場管理

土木部長

本社管理

経理部課長

現場担当者

協力業者

現場担当者

協力業者
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4 環境経営目標  

 

 

本レポートの運用期間及び今後の中長期目標に関して、化学物質の使用はありません 

二酸化炭素排出係数は、東京電力エナジーパートナー(株)の 2021 年度調整後排出係数(0.451kg-CO2/kWh)を採用する 

小数点第３位以下四捨五入 

　第58期

2022.6

　～ 2022.8

　第58期

2021.9

　～ 2022.8

基準値 目標値
削減率

(％)
基準値 目標値

削減率

(％)
目標値

削減率

(％)
目標値

削減率

(％)

電力 kWh 4,500 4,455 -1 電力 kWh 19,984 19,584 -2 19,384 -3 19,185 -4

ガソリン ℓ 1,111 1,100 -1 ガソリン ℓ 3,354 3,287 -2 3,254 -3 3,220 -4

軽油　 ℓ 589 583 -1 軽油　 ℓ 2,096 2,054 -2 2,033 -3 2,012 -4

LPGガス kg 9 9 -1 LPGガス kg 48 47 -2 46 -3 46 -4

電力 kWh 10,689 10,582 -1 電力 kWh 40,382 39,574 -2 39,171 -3 38,767 -4

ガソリン ℓ 3,497 3,463 -1 ガソリン ℓ 10,587 10,375 -2 10,270 -3 10,164 -4

軽油　 ℓ 2,838 2,810 -1 軽油　 ℓ 9,123 8,941 -2 8,849 -3 8,758 -4

LPGガス kg 7 7 -1 LPGガス kg 48

kg-CO2 26,519 26,253 -1 kg-CO2 90,528 88,717 -2 87,812 -3 86,906 -4

事務所 kg 2,260 2,237 -1 事務所 kg 6,200 6,076 -2 6,014 -3 5,952 -4

現場 t 288 285 -1 現場 t 2,373 2,326 -2 2,302 -3 2,278 -4

kg 124 123 -1 kg 414 406 -2 401 -3 397 -4

㎥ 319 316 -1 ㎥ 1,593 1,561 -2 1,545 -3 1,529 -4

回 1 回 3

現場 ％ 0 現場 ％ 0

　　     運用期間

 

  　項目

二酸化炭素排出量

一般廃棄物

産業廃棄物

手直し発生率

実施

場所

水使用量

地域貢献活動

単

位

　　　第60期

　　2023.9

　　　  ～2024.8

　　　第61期

　　2024.9

　　　  ～2025.8

　　　第62期

　　2025.9

　　　  ～2026.8

基本的には使用がない

基準値＋αの参加回数

水使用量

エ

ネ

ル

ギ

ー

使

用

量

事

務

所

現

場

コピー用紙

0％の維持

地域貢献活動

手直し発生率

現

場

事

務

所

産業廃棄物

コピー用紙

エ

ネ

ル

ギ

ー

使

用

量

二酸化炭素排出量

一般廃棄物

基準値＋αの参加回数

0％の維持

単

位

　　　第59期

　　2023.6

　　　  ～2023.8

　　  中長期目標

 

  　項目

実施

場所
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5 環境経営計画 

 

環 境 経 営 計 画 担当者 
取組期間 

(2023/6/1~8/31) 

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減 

電気使用量の

削減 

不在席・未使用部屋等の電気消灯の徹底 全社員 通年 

長時間の不在や外出、退社時のパソコンの電源 off 全社員 通年 

温度シールの貼り付け(夏 28℃、冬 22℃)と空調温度設定の管理  全社員 適切時期 

ガソリン使用量の

削減 

相乗りの推奨やエコドライブの徹底 全社員 通年 

アイドリングストップの実施 全社員 通年 

日常的な車の整備と点検の実施 全社員 毎月 

軽油使用量の

削減 

エコドライブの徹底 全社員 通年 

アイドリングストップの実施 全社員 通年 

廃
棄
物
の
削
減 

一般廃棄物の

削減 
分別による処分と再資源化の徹底 全社員 通年 

コピー用紙の

削減 

事前確認、プレビュー機能等の利用による印刷ミスの削減 全社員 通年 

ミス用紙の裏紙利用や両面印刷による紙使用の削減 全社員 通年 

電子を用いた社内データの保存と管理 全社員 通年 

産業廃棄物の

削減 

資材の再資源化による処分量の減少 
建築部 

土木部 
通年 

分別による処分、再資源化の徹底とマニフェストの管理 
建築部 

土木部 
通年 

水使用量の削減 ポスターの設置による節水意識の浸透 全社員 通年 

地域貢献活動 ボランティア等の社会活動への積極的な参加 全社員 通年 

手直し発生の予防 施工計画に基づいた工程管理の実施 
建築部 

土木部 
通年 
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担当 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

全社員

全社員

全社員

全社員

全社員

全社員

全社員

全社員

全社員

全社員

全社員

全社員

建築部

土木部
建築部

土木部

全社員

全社員

建築部

土木部

環境経営計画の取組
取組期間2023/6/1~8/31

二

酸

化

炭

素

排

出

量

の

削

減

電気使用量

の削減

不在席・未使用部屋等の電気消灯の徹底

長時間の不在・外出・退社時のパソコンの電源off

温度シールの貼り付け(夏28℃、冬22℃)と空調温度設定の管理

ガソリン使用量

の削減

相乗りの推奨とエコドライブの実施徹底

アイドリングストップの実施と交通法の遵守

日常的な車の整備と点検の実施

軽油使用量

の削減

エコドライブの徹底

アイドリングストップの実施と交通法の遵守

廃

棄

物

の

削

減

一般廃棄物

の削減

分別による処分と再資源化の徹底

事前確認、プレビュー機能等利用による印刷ミスの削減

ミス用紙の裏紙利用や両面印刷による紙使用の削減

電子を用いたデータの管理によるペーパーレス化

産業廃棄物

の削減

分別による再資源化の徹底と処分量の減少

マニフェストによる管理と適正処分の確認

ポスター設置による節水意識の浸透

地域貢献活動 ボランティア等の貢献活動への積極的な参加

手直し発生の予防 施工計画に基づいた工程管理の実施

水使用量の削減
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6 環境経営目標の実績と評価 

〇：達成できた ×達成できなかった 

項目 
実施

場所 

単

位 

2022.6 
≀ 

2022.8 

基準値 

2023.6 
≀ 

2023.8 
目標値 

2023.6 
≀ 

2023.8 

実績値 

評価 

各項目の評価 

及び 

未達成項目の是正 

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量 

 

電力 

事
務
所 

kWh 4,500 4,455 4,887 × 
外出時の電気消灯やパソコン
の電源 off 等の削減のための
取組を続けて改めて見直す 

ガソリン ℓ 1,111 1,100 1,114 × 

営業回り等の要因次第で数値
としては高くなってしまうた
め、数値を気にするのではな
く、相乗り等削減のための取
組を続けていく 

軽油 ℓ 589 583 888 × 
工事規模等によって数値が大
きく変わるため、削減のため
の取組を続けていく 

LPG ガス kg 8  8 9 × 
つけっぱなしの防止等、削減
のための取組を続けていく 

電力 

現
場 

kWh 10,689 10,582 1,335 〇 
工事規模や工程によって数値
が大きく変わるため、削減の
ための取組を続けていく 

ガソリン ℓ 3,497 3,462 1,937 〇 
工事規模や工程によって数値
が大きく変わるため、削減の
ための取組を続けていく 

軽油 ℓ 2,838 2,809 704 〇 
工事規模や工程によって数値
が大きく変わるため、削減の
ための取組を続けていく 

LPG ガス kg 7 7   該当期間使用無し 

二酸化炭素総排出量 
kg-

CO2 
26,518 26,253 13,557 〇 

営業回り・施工内容で数値が
大きく変わるため、節電や燃
料の無駄使用等削減のための
取組を続けていく 

一般廃棄物 事務所 ㎏ 2,260 2,237 532 〇 
不燃ごみの排出時期で数値に
差は出るが分別等できること
を続けていく 

産業廃棄物 現場 ｔ 287 285 71 〇 
施工内容等で数値が大きく変
わるため、再資源化等行える
取組を続けていく 

コピー用紙 ㎏ 123 122 141 × 
ミスプリントの再利用や、両
面印刷など削減につながる取
組を続けていく 

水使用量 ㎥ 319 315 311 〇 
節水意識が少しずつ表れてい
ると判断して、継続した取組
を行っていく 

地域貢献活動 回 １ 
基準値 

＋α 
２ 〇 

これからも参加できるタイミ
ングがあれば積極的に参加し
ていきたい 

手直し発生率 ％ 0 現状維持 ０ 〇 

綿密な施工計画に基づいて、
緻密な工程管理を実施するこ
とにより、手直し発生率 0％
を達成。これを維持し、環境
負荷の低減や工期短縮に繋げ
ていく 
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7 環境経営計画の取組結果と総評及び次年度の取組について 

【評価】       〇：実施できた △一部できていないものがあった ×実施できなかった 

環 境 経 営 計 画 取組結果 

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減 

電気使用量

の削減 

不在席・未使用部屋等の電気消灯の徹底 △ 消し忘れが見られたため、
削減意識の向上に努めたい 

長時間の不在や外出、退社時のパソコンの電源 off 〇 実施できた 

温度シールの貼り付けと空調温度設定の管理 △ 事情の兼ね合いで下げる機
会も少なくなかった 

ガソリン使用量

の削減 

相乗りの推奨やエコドライブの徹底 〇 

実施できた 
他の要因も踏まえてより一
層の意識の向上と徹底に努
めたい 

アイドリングストップの実施 〇 実施できた 

日常的な車の整備と点検の実施 〇 実施できた 

軽油使用量

の削減 

エコドライブの徹底 〇 

実施できた 
他の要因も踏まえてより一
層の意識の向上と徹底に努
めたい 

アイドリングストップの実施 〇 実施できた 

産
業
廃
棄
物
の
削
減 

一般廃棄物

の削減 
分別による処分と再資源化の徹底 〇 実施できた 

コピー用紙

の削減 

事前確認、プレビュー機能等の利用による印刷ミスの削減 △ 
印刷枚数が増えることはど
うしてもあるため、削減に
つながる取組を続けていく 

ミス用紙の裏紙利用や両面印刷による紙使用の削減 〇 実施できた 

電子を用いた社内データの保存と管理 △ 
紙保管書類もあるため、可
能な限り電子データで保存
と管理をしている 

産業廃棄物

の削減 

資材の再資源化による処分量の減少 〇 実施できた 

分別による処分、再資源化の徹底とマニフェストの管理 〇 実施できた 

水使用量の削減 ポスター設置による節水意識の浸透 〇 実施できた 

地域貢献活動 ボランティア等の社会活動への積極的な参加 〇 ボランティア参加の機会 
を２回設けることができた 

手直し発生の予防 施工計画に基づいた工程管理の実施 〇 実施できた 

 

〈取組総評〉 

自社として、明確な計画を策定して、取組を行うのは初めてのことであり、取組の改善や計画変更を考え

るには、3 か月の短期運用期間では難しいと判断した。一方で、取組の実施に関しては、多くの項目で実

施できており、今後も継続して実施していくことに問題ないと判断している。実施が不十分だと感じてい

る項目に関しても、策定した計画では成り立たないというのではなく、意識の変化や向上によって変化は

出てくると考え、今後も取組を実施していきたい。 

〈次年度取組について〉 

今回が短期運用であったことを踏まえ、次年度も変更せず継続して取組を行っていきます。 

その上で事業活動に適した取組があれば、その都度改善しながら実施していきます。 



 

11 

 

8 当社の取り組み 

 

 

 

空調機の温度設定 

 

 

 

節水ポスターの設置 

 

 

節電ポスター 

 

 

 

 

 

 

 

 

未使用時の電源消灯 

 

 

 

印刷時のミスプリント等の裏紙利用 

 

 

 

一般廃棄物の分別① 

 

 

 

一般廃棄物の分別② 

 

 

 

 

 

 

全体会議・各部会 

周知と教育 

 

ボランティア活動への参加  
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9 環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反や訴訟などの有無  
法規・条例・規定 条  項 事項 遵守状況 評価 

廃棄物の処理及び 

清掃に関する法律 

（廃棄物処理法） 

第 3 条 
事業活動に伴う産業廃棄物を自らの

責任で適正に処理 

自社の責任で適切な処理を行

っている 〇 

第 12 条第 2 項 
産業廃棄物保管場所への掲示板の設

置 
掲示板設置を行っている 〇 

第 12 条第 5 項 
産業廃棄物運搬業者並びに処分業者

との委託契約 

適正な契約書の締結及び保存

を行っている 〇 

第 12 条 9.10 項 産業廃棄物多量排出事業者の届出 取組期間の該当なし  

第 12 条の 3 マニフェストの交付及び保管 
電子マニフェストによる管理

を行っている 
〇 

第 12 条の 5 電子マニフェストの利用 
電子マニフェストを適切に利

用している 〇 

静岡県産業廃棄物の 

適切な処理 

静岡県条例第 4 条 
事業活動に伴う産業廃棄物を自らの

責任で適正に処理 

自社の責任で適切な処理を行

っている 〇 

静岡県条例第 8 条 産業廃棄物管理責任者の設置 
必要に応じて適切に管理者を

配置している 〇 

静岡県条例第 10 条 実地確認の実施と記録保存 
処分委託先の年１回の実地確

認と記録作成５年間保存 〇 

建設工事に係る資源の

再資源化等 

(建設リサイクル法) 

第 5 条 

建設資材廃棄物の発生の抑制、分別

解体等及び建設資材廃棄物の再資源

化等に要する費用の低減 

発生の抑制・リサイクルの推

進・費用の低減に努めている 〇 

第 9 条 
対象建設工事受注者又は自主施工者

の分別解体等の実施 

解体工事-床面積合計 80 ㎡以上 

新築・増築工事-床面積合計

500 ㎡以上 

その他の工作物に関する工事

（土木工事等－請負代金額500

万円以上） 

〇 

第 10 条 
対象建設工事の発注者又は自主施工

者の対象工事の届出 

発注者に工事計画等を説明し

工事着手 7 日前までに市長に

届出書を提出している 
〇 

第 12 条 
対象建設工事受注者の発注者への届

出事項の説明 

第 10 条に掲げられた事項を記

載した書面を交付して説明し

ている 
〇 

第 16 条 
対象建設工事受注者の再資源化等の

実施 

特定建設資材発生の際は再資

源化の実施に努めている 〇 

第 18 条 

対象建設工事の元請業者による発注

者への特定建設資材廃棄物の再資源

化工事等の完了報告 

速やかな発注者への完了報告

を行っている 〇 

資源有効利用促進法 第４条 
再生資源利用及び再生部品の利用に

努める 

可能な範囲で再生資源等の再

利用に努めている 〇 

地球温暖化対策促進法 第 2１条の２ 温室効果ガス算定排出量の報告 取組期間の該当なし  

省エネ法 第 4 条 
エネルギー使用量の合計が 1,500kl／

年以上の事業者は届出 
取組期間の該当なし  

騒音規制法 第 14 条 特定建設作業実施の届出 
指定地域内で特定建設作業を行う 

際に、適切な届出を行っている 〇 

振動規制法 第 14 条 特定建設作業実施の届出 
指定地域内で特定建設作業を行う 

際に、適切な届出を行っている 〇 

自動車リサイクル法 第 73 条 
使用済自動車の引き取り業者への引

き渡し 
取組期間の該当なし  

フロン排出抑制法 第 16 条 第一種特定製品の簡易点検の実施 

3 か月に 1 回以上の簡易点検を

実施している 

危機廃棄後３年間は記録を保

存する 

〇 

評価：〇遵守 ×未遵守 ＼該当なし 

上記の環境関連法規の遵守状況に関して、違反等はありませんでした。 
また、過去３年間にわたって地域や関係機関からの指摘や苦情、訴訟等もありませんでした。 
確認者：環境管理責任者 確認日：9 月２０日  
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10 代表者による全体の評価と見直し・指示 

見
直
し
項
目
と
確
認 

項目 確認 必要に応じた評価と記載 

1 エコアクション 21 文書 ☑ 記録及び文書として作成しました 

2 環境経営目標及び 
目標達成状況 ☑ 

環境経営目標に対する未達成項目がいくつか見られる。 
運用期間が短期間であったことも踏まえ、目標達成のために
引き続き活動を実施していきます 

3 環境経営計画及び取り組
み実施状況 

☑ 次年度も継続して取組を行います 

4 環境関連法規要求一覧及
び遵守状況 

☑ 記載をしています 

5 外部コミュニケーショ
ン・対応記録 

☑ 特に問題はありませんでした 

6 問題点の是正・予防措置
の実施状況 

☑ 
短期運用期間であったことを踏まえ、次年度も現状の運用体

制を継続し、改めて状況判断を行います 

7 取引先、業界、関係行政
機関、その他の外部動向 

☑ 継続して取り組んでいきます 

 

当社は、2024 年度にエコアクション 21 認定の取得を目指しております。 
申請初年度となる本年度は、環境マネジメントシステムの構築が中心となり、環境経営方針の策定、
環境経営目標の設定、環境経営計画の策定、実施体制の構築など、環境マネジメントシステムの構築
に注力しました。 
 
特に以下の３点について社員への周知徹底に注力致しました。 
・環境関連法令の遵守 
・産業廃棄物の削減 
・環境経営に関する社員の意識向上 
 
取り組みと成果に関しましては「基準値」「目標値」と比べた「実績値」において、見るべき成果は
得られませんでした。 
これは建設業特有の事由でもある、施工中の工事案件の規模及び内容によるところが大きく、状況に
よっては大きく数値が変動してしまうことに起因していると思われます。 
 
来年度は、環境経営の取り組みをさらに発展させ、持続可能な社会の実現に貢献してまいります。 

 

 

2023 年 9 月 30 日 

株式会社 三与建設 
代表取締役 三尾 祐一 

見直し項目 
変更の

必要性 
(有)の場合の指示事項等記載 

1 環境経営方針 有・無  

2 環境経営目標 有・無 
未達成の項目もあるが、3 か月の運用期間では何も判断を付
けれないため、目標値は変更せず、原因の究明と教育の継続
を行いたい 

3 環境経営計画 有・無 3 か月の運用期間では何も判断を付けれないため、継続して
行いながら、改善を図りたい 

4 実施体制 有・無  

5 その他のシステム要素 有・無  

6 その他(外部への対応) 有・無  

 


